
検査当日の流れ 
～大腸カメラ編～ 

① 問診 

問診票をもとにお話をさせてください。 

 
アレルギーの有無（アルコール綿でかぶれた、歯医者さんの麻

酔で気分が悪くなった、テープでかぶれた）、ふだん飲んでい

るお薬（特に血液をサラサラにする薬を飲んでいるか）、鎮静

剤を使うか、処置禁止の腕があるか（例：透析治療中、乳がん

術後リンパ節郭清をしている方）、などは、とても大切な情報

です。一つ一つ確認させてください。 

ふだん飲んでいるお薬がある方はお薬手帳を必ずお持ちください。       

 
特に、大腸カメラでは、腸の動きを抑える薬を使います。この

薬はブスコパンとグルカゴン、の 2 種類があり、どちらを使う

のが安全か、今までかかった病気を確認します。 

  
 ブスコパン：心疾患、緑内障、前立腺肥大症、の方では使えません 

  グルカゴン：糖尿病の方では使えません  
 

ポリープを取る予定がある方 
・血液をサラサラにするお薬は飲んでいませんか? 
 血液をサラサラにするお薬を飲んでいる方は、出血の危険がありま 

すので、原則として、入院してポリープの切除を行っています。 

・検査翌日は自宅で安静に過ごせますか? 

・腹圧のかかる動作(ゴルフやテニス)、アルコールの摂取、

旅行、は、1 週間はやめて頂くことになります。 

ご予定は大丈夫ですか? 



 

② お着替え 

 

 
 

  
 

 
③ 検査室へ 

・ お名前と生年月日を教えてください。 

・ 検査ベッドに仰向けになり、点滴を入れます。 

・ 左を下にした横向きの姿勢になります。 

・ 点滴から腸の動きを抑える薬を入れます。 

また、鎮静剤を使う方は鎮静剤も入れます。 

着替え終わったら、ソファーに 
ご案内します。検査室の準備が 

できるまでしばらくお待ちください。 

更衣室で検査着に着替えます。 

検査着、検査ズボン、靴下、 

をお使いください。 

 

検査ズボンは、 

穴のある方が後ろ 

（お尻側）です 

荷物や脱いだ衣類はロッカーに入れてください。

ロッカーのカギは受付までお持ちください。 



 
 

④ 検査開始 
・肛門から内視鏡を挿入し、大腸の奥（盲腸）をめざして 

カメラを進めます。 

 

 

 
 

 
 

  
 

 
 

・曲がりの多い S 状結腸を通る時に、痛みがでることがあり

ます。 

・おなかの手術をしたことのある方も、癒着の影響で痛みを

感じることがあります。 

・途中からの鎮静剤希望の方は遠慮なくおっしゃってくださ

い。力を抜いて、ため息をつくようにゆっくりと呼吸しま

す。 
・奥まで到達したら、カメラを引き戻しながら、腸内をよく 

観察します。 

・検査中の画像をご自身で見ることもできます。 

・検査は 30 分ほどで終わりますが，人により長くかかるこ

ともあります。  
 

 

 
 

カメラから空気を入れて腸の中をよく 
観察します。お腹の張りがでてきますので、 
検査中でも遠慮なくガスを出してください。 

 

 スタート！ 

 

ゴール！！ 

 

 



⑤検査終了 

 
 
 
 
 

                       
 
 
 
 
 
 
 

  
こちらの椅子にかけてお待ちください。 

          順番に説明します。 

 
 

 
 

 
 

 

 
【鎮静剤を使用した方】 
・点滴を抜いて、車椅子で 1 時間お休み頂くベッドに

ご案内します。1 人で歩くとふらついたり、転んでし

まうことがあります。1 時間経ったら、こちらからお

知らせしますので、ゆっくりお休みください。 

 
・1 時間の安静時間でしっかり目が覚めたら、 

更衣室へご案内します。 

・眠気が強い方は、安静時間を延長することもあります

のでご了承ください。 

・検査後の注意事項を説明し、お会計のファイルを 

お渡しします。 

・検査結果は次回外来で聞いてください。 

★検査お疲れ様でした★ 

ベッドが下がりますので、看護師から声がかかるまで横になっ

たままお待ちください。 

 
 【鎮静剤を使用していない方】 

更衣室へご案内します。検査後の注意事項を説明し、お会計の 

ファイルをお渡しします。        

    
  

 

 

「気分が悪くなった」 

「トイレに行きたい」 

など何かありましたら 

ナースコールでお知らせください。 

 

順番にご説明します。 

こちらの椅子にかけてお待ちください。 


